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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

訪問調査日 令和5年8月22日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和5年7月20日 令和５年１０月６日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

〒60０－８１２７京都市下京区西木屋町通上ノ口町上ル梅湊町８３－１「ひと・まち交流館　京都」1階

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2690800061-00&ServiceCd=320&Type=search

1  自己評価及び外部評価結果（マラカス）

2690800061

法人名 社会福祉法人　京都育和会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　法人理念の『和』を第一に、家族様・地域の皆様やご利用者様と共に、地域の和の中で楽し
みや役割を持って満足感を感じれる生活がおくれるように心がけています。施設名でもある
『レット・イット・ビー』（あるがままに自分らしく）の歌詞に込められた思いを体現できるように。
今はまだコロナの影響を受けていて、十分ではありませんが、今後とも地域の方や家族様と
も積極的にかかわりがもてるようにしていきたい。大きな輪（和）の中で支え合う関係をこれか
らも大切にしていきます。母体が医療法人であり、常に医療との連携を取り合いながら、ご家
族様・ご利用者様が安心してお過ごしいただける施設を目指します。

グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）事業所名

 

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
医療法人社団育生会の傘下にある高齢者福祉施設レット・イット・ビーは、特別養護老人ホーム、
ショートスティ、小規模多機能型居宅介護を併設されているグループホームです。コロナウイルス感染
症が5類の感染症に移行後も、母体の病院ではコロナウイルスの感染力を目の当たりにされ、制限が
なかなか解除されない中を、事業所として職員の努力とアイディアを企画提案することで、直接利用者
と触れ合わない方法で、家族の方との交流（究極の昼ごはん）を実践している。「お母さんの握ったお
にぎりやみんなで育てた大根を漬けた手作りのたくあん」を食べてもらい、数々のお楽しみを盛り込ん
だイベントは大好評を得ています。また、地域の藤森神社の祭りの神輿を管理者が担いで巡行し、施
設の玄関で神輿のパフォーマンスをして、玄関やベランダで見ている利用者（地域の方が多い）も楽し
まれています。家族との面会も徐々に緩和し、９月からは、時間の制限はあるものの、居室での面会を
予定されています。病気や感染には敏感な運営をされていますが、大切なものを見失わないように感
染対策を十二分にしながら取り組まれています。

基本情報リンク先

〒605-0981　京都市東山区本町20丁目441番1所在地

一般社団法人　京都ボランティア協会

所在地

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2690800061-00&ServiceCd=320&Type=search
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https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2690800061-00&ServiceCd=320&Type=search
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

自己評価および外部評価結果  

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

自治会に加入し、地域行事（藤森神社お祭
りへの参加）や究極の昼ごはん（ＧＨ施設行
事）での受入れ等を実施している。

施設全体で運営推進会議を開催し、民生委
員、地域包括支援センターの職員や家族様
がメンバーで、オブザーバーとして地域住民
の方も声をかけて参加して頂いている。

運営推進会議は施設全体でおこない、5月からは
対面開催で実施している。民生委員、地域包括支
援センター、利用者をメンバーとして、スライドで行
事や利用者の生活の様子を見てもらい、入居者
の状況やヒヤリハット・事故報告をしているが、あ
まり意見が出てこない。家族には、入居の面接時
に運営推進会議の説明をし、折に触れて声をかけ
ているが、参加者がない。地域の方にも声をか
け、その時々で参加をしてもらっているが、今後の
課題として検討をされている。議事録はメンバー
の方と、家族全員、行政に渡している。

家族に毎回、開催の案内を出して参加を
募ったり、不参加者には意見をもらえるよ
うにされては如何でしょう。
また、会議の中でも意見を出してもらえる
ような工夫が望まれます。

法人理念の『和』をベースとして、事業所理
念が出来ています。毎朝の朝会での唱和は
勿論、各職員の名札には、「施設理念」や
「基本方針」が記載されている。

法人理念「和」を基にグループホームの理念を「利
用者様の個に対応したぬくもりと安心とともにある
がままに過ごせるGH」とし、「基本方針」も開設時
に作成している。施設玄関や各ユニット入り口に
掲示し、パンフレットや名札の裏面に記載し、毎朝
朝会で唱和して職員に浸透するようにしている。
職員は理念を目指して、利用者があるがままにそ
の人らしさを大切にされ、その人らしさを体現でき
るようにされている。

グループホームのお便りにも、GHの方向
性がよくわかる理念の掲載をされることを
お勧めします。

自治会に加入し、地域行事（藤森神社お祭
りへの参加）や究極の昼ごはん（ＧＨ施設行
事）での受入れ等を実施している。

地域の方が、施設の花壇の植栽をして下さった
り、「野菜の収穫が沢山あったから」と届けて下
さっている。春には藤森神社祭礼の神輿担ぎに管
理者が参加し、施設入口で神輿のパフォーマンス
をしてもらい、利用者は玄関やベランダから楽しめ
た。また、東山総合支援学校からの職場体験や春
日丘中学校のチャレンジ体験の受け入れもおこな
い、支援学校生徒2名が4月から福祉就労すること
ができた。近隣の商店主から、色々情報を提供し
てもらえている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

契約時には、十分な時間をとり、納得して契
約して頂けるように努めている。入居後も家
族様とは密に連絡をとっている。

毎月１回（第三土曜日）に身体拘束・虐待防
止委員会を開催しています。また、定期的に
勉強会を実施しています。

管理者は、権利擁護に関する理解を持ち、
ご家族様との面談時や来訪時のご相談で
必要な場合、関連機関への橋渡しができる
体制を整えています。

事故報告書提出時や運営推進会議の議事
録提出等、機会を捉え施設状況等を伝え、
相談やアドバイスを頂いています。また、定
期的にWAMNETの確認を行い、介護保険制
度の現状把握に努めている。

行政の担当課に運営推進会議の議事録を持って
いき、書類の提出時にも声をかけて、特殊なケー
スの相談をしている。地域包括支援センター職員
は運営推進会議のメンバーでもあり、利用者のこ
とや事業所の取り組みを良く知ってもらっているの
で、いろいろとアドバイスをもらっている。行政主催
の連絡会議は開催されていなかった。

毎月１回（第三土曜日）に身体拘束・虐待防
止委員会を開催しています。また、定期的に
勉強会を実施しています。

身体拘束・虐待防止委員会は、施設全体で実施し
ている。各ユニットから、1～2名の職員と担当管理
者とで開催し、年間カリキュラムに沿って進めてい
る。議事録は職員に回覧して押印をもらっている。
身体拘束廃止の研修を年2回実施し、参加者は
「施設従事者のための自己チェックリスト」を記入
して振り返っている。欠席者は資料をもとにレポー
トを提出している。利用者は目上の方なので、尊
重した言葉がけを心がけ、利用者の行動や行為
を、静止や先走り取り上げないように努めている。
利用者が立たれた時は「どうされました」と声をか
け、「〇〇が終わればすぐに伺います」と伝えるよ
うにしている。職員の気になる言動は管理者や計
画作成者が、報告書に載せて回覧し、お互いに注
意をし合えるようにしている。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

定期的な社内研修の実施、外部研修の参
加、資格取得の支援等、福利面でも職員の
やるき向上につなげている。

定期的にＧＨ協会の研修会等に参加し、意
見交換する場を設けている。近隣施設見学
は現在中止しているが、合同連絡会（京都
久野病院との連絡会議）には、毎月参加し
ている。

各ユニットにて、日々の申送りや定期的な
ミーティングにて、意見交換を行い情報を共
有している。また、法人連絡会議（京都久野
病院会議）や管理者会議（施設全事業所）
にて、運営に意見を反映している。

朝会の申し送り時や月1回のユニット会議、日常
の業務の中で意見を聞いている。ユニット会議で
は意見が出しやすいように、会議の前に意見用紙
を配り、日常業務で困っていること・ケアで話し合
いたいことなどを聞き議題としている。当初は、
困っていることの提案が多かったが、今は、利用
者のケアのことで話し合うことが多くなっている。
「究極の・・・」の取り組みも職員からの意見で始
まった。職員からは、シフトの調整や利用者の支
援についての意見などがだされ、反映させてい
る。

京都府の人材認証を取得している。職員の
レベルに応じて、計画的に勉強できるように
配慮している。また、半期に一度個人評価
シートを活用して個別面談を実施している。

玄関やＧＨ事務所前に、ご意見箱を設置し
ており、ご要望をいつでも聞かせて頂けるよ
うにしている。また、定期的に家族様にお写
真のプレゼントもしているが、その際にもコ
ミュニケーションをとっている。

家族の意向は電話や面会時に聞いている。コロナ
禍で、家族とはコミューニケーション不足にもなり、
なかなか会うことの出来ない状況のなか、「究
極の昼ごはん」プロジェクトで企画し、職員と
利用者が作った沢庵と、利用者が1人ひとり
握ったおにぎりを焼きおにぎりにして食べても
らうイベントを開催した。窓ごしの対応であっ
たが「顔や様子が見られ、母親が握ったおに
ぎりが食べられた」と喜んでおられた。家族に
は、行事の時や、日常の生活の中での写真を見
てもらえる様に月1回程度渡している。家族からは
利用者の写真を見られた後で、服装についての問
い合わせがあり、丁寧に伝えている。また、面会
の希望が多かったが、９月からは居室での面会を
時間の制限をしながらではあるが、開始する予定
である。

3/11



京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族様には日ごろから連絡をとるようにし
ています。コロナによる面会機会の減少や
中止もありましたが、面会再開時にお過ごし
の様子などを写真にして渡したりしている。

ご利用者様の生活歴を把握し、ご入居後も
馴染みの関係が継続できるように、ご家族
様と協力しながら支援している。（コロナ渦
において、まだ一部中断されています）

入居時のアセスメントで、生活歴や馴染みの関係
や好きなことを聞いて、フェイスシートの特記事項
に記入し、生活の中で利用者や家族に聞いたこと
は電子カルテに記入し、共有することは申し送り
ノートに記入して、馴染みの生活を大切にしてい
る。友達が面会の予約を取ってこられている方も
ある。眼科、歯科、耳鼻科は馴染みの医者に行か
れるように勧めている。畳で寝ていた方は、居室
に畳を敷いて布団で寝てもらっている方や、着て
いたセーターを次々ほどかれる方は、家族に聞く
と編み物が好きな方だった事が分かり、ほどいて
もいいセーターを持ってきてもらって、毛糸をほど
き馴染みの所作を楽しまれているなど、今までし
てこられたことが続けられるように努めている。茶
道の免許の取得者や好きな方が多く、正月には、
にわか茶室を設え職員が着物を着て、一人ひとり
にお点前をふるまって楽しんでもらっている。

ご相談時に、何に困っておられるのか？を
見極め、私たちができることをお伝えし、適
切なサービス提供に努めている。（費用的な
面も含めて）

職員は、ご利用者様を人生の先輩であると
いう尊厳の念を持って接すること、互いに支
え合う暮らしがおくれるように、馴染みの関
係をつくりながら支援している。

「笑顔」を大切に、ご利用者様と安心して接
して頂けるようにしている。ご相談や申し込
みの段階で、困っておられることを慎重にお
伺いして、納得して頂けるようにしている。

ご家族様が抱えておられる悩み、事業所や
サービス内容に対して、どんな悩みを持って
おられるか等を相手の立場にたって理解
し、共に考えていけるように関係を構築して
いる。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

昨日、出来ていたことが今日できなくなるこ
とがあるので、変化にいちはやく気づき、職
員間で共有することを大切にしている。ま
た、定期的なアセスメントを実施している。

ご利用者様の想いやご家族様のご意向をお
伺いしながら、日々の記録やアセスメントを
もとに、介護計画を作成している。状況の変
化があれば、必要に応じて、ミーティングを
行い、計画の見直しをしている。

介護計画に沿った介護記録は、電子カルテに記
入し、モニタリングは毎月ケアマネジャーが職員の
意見や電子カルテの日々の記録、そして家族にも
意見を聞いておこなっている。介護計画は基本１
年に1回見直しているが、見直しの前に再アセスメ
ントもおこない、コロナ禍なので医療情報や家族、
訪問看護師、管理栄養士それぞれに意見を聞い
ている。利用者の状態変化時や更新の時にも見
直している。

ご利用者様の想いを普段のさりげない所作
や言葉から受け止めるようにこころがけてい
る。意思表示困難な方に対しては、性格や
生活歴を把握し、本人主体となれるように関
わりを持っている。

契約時のアセスメントで、意向や暮らし方の希望、
生活歴を聞きフェイスシートの特記事項に記入し
て利用者のことを入居迄の生活から把握できるよ
うに努めている。また、生活の中では、利用者の
思いをさりげない所作や、言葉から受けとめられ
るように努めている。プライドの高い方は自分が
出来なくなっていくことに落ち込まれたり、分から
ない自分を知られるのが嫌で、恥だと思われてい
る方などのことを考慮しながら、気持ちに寄り添え
るようにしている。認知機能が低下して意思表示
ができない方は、その方の性格や生活歴等を家
族に聞いて、その方の思いがわかるように努めて
いる。失語症の方は顔を背けたり、笑顔や怒りの
表情を読み取るなど、本人本位に実践している。

利用開始時は、ご利用者様・家族様から生
活歴等の情報をお伺いし、適切なケアが出
来るように心がけている。また、馴染みの暮
らしについても、ご利用者様や家族様からお
うかがいしている。

ご利用者様の得意分野を活用し、楽しみを
もって生活していだだけるように支援してい
る。また、ご利用者様同士の相性を把握し
て、職員が間に入り、良好な関係が保てる
ようにしている。

長期入院になっても、頻回に病院へ面会や
問い合わせを行っている。法人のＭＳＷ、ご
家族様と連絡をとりあい、退院後の受け入
れ先の確保や他サービス調整も行ってい
る。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

地域ボランティア、龍谷大学の学生等受入
れをしている。また、町内のコンビニや公園
等にも出かけたりしている。（コロナ渦にて
現在中止中）

入居時に以前からのかかりつけ医の継続も
できることを説明している。また、連携施設
の主治医が定期的に往診にきて健康管理
に努めている。

介護職員と訪問看護師、連携施設主治医が
連携して、ご利用者様の健康管理を行って
いる。

管理者・ＣＭがこまめに病院へ面会に行き、
ご利用者様が安心して入院して頂けるよう
に働きかけを行っている。心身の状況把握
は連携施設の主治医や地域連携室と密に
連絡をとり、退院時等情報の共有を行って
いる。

契約時に、かかりつけ医を選択できることを話し、
協力医に変わられる時は情報提供書をもらってい
る。今は全員が協力医の内科医を主治医として、
月2回受診している。服薬も提携薬局から提供さ
れるシステムになっている。協力病院に担当科の
ない（歯科・眼科・耳鼻科・皮膚科など）診療は、併
設事業所に来所している訪問歯科や眼科を利用
したり、人や入居までに受診していた専門医に家
族同行で受診している。訪問看護師は、週1回、利
用者のバルーンカテーテル処置など医療的処置
のいる利用者の支援をし、医師や介護職員と連携
をしている。緊急時には訪問看護師の24時間オン
コールで、電話での相談・支持を得て、管理者に
連絡をしている。救急搬送の時は理事長の指示を
得ている。

ご利用者様の日々のご様子は、ケア記録等
を活用しながら、職員間で情報共有してい
る。また、申し送りノートなどを活用して、急
な対応にも対処できるようにしている。

ご利用者様・ご家族様のご要望に応じて、
併設の特養やＳＳ、小規模、京都久野病院
とも連携をとりながら、柔軟なサービス提供
ができるように努めている。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

同意書をご記入いただき、ご家族様の意向
や想いも踏まえたうえで、当事業所において
出来るだけの支援をさせていただける体制
にある。また、連携施設の病院の主治医と
の情報共有も図っている。

緊急対応マニュアルを作成し、周知徹底し
ている。連携施設である京都久野病院が緊
急時の受け入れ先になっている。

定期的に防災訓練を実施している。ご利用
者様にも参加していただき、職員ともに災害
の意識を高めている。

研修を通じて、職員全体で人としての誇りや
プライバシーを損ねないように言葉かけに
気を付けている。人生の大先輩であることを
忘れず、どんな時の敬意をもって接すること
を心がけている。

施設全体で、年2回、昼・夜・火災想定で、初期消
火・避難誘導・各事業所や消防署への連絡体制
の確認の訓練をおこなっている。利用者は、ベラ
ンダに避難して救助を待っている。2回とも消防署
が立合い、以前の講評で「居室やトイレなどの確
認が終われば、人がいないことを知らせる「済」の
表示の磁石版を扉上部に貼ると確認の時間が短
縮できる」と教えてもらい、すぐに作成し活用して
いる。水害や地震に強い建物で自然災害の訓練
はされていなかった。備蓄リストを作成し、水や白
かゆ、いわしのかば焼き、ポテトサラダなどで、災
害用の献立を立てて3日分、栄養課が管理してい
る。訓練は、隣家の方には知らせているが、地域
の方には知らせていない。母体の病院で救急救
命講習（ＡＥＤ操作含む）が実施される時に、職員
は参加している。また福祉避難所協定を結んでい
る。

5月には「介護におけるプライバシーの重要性」を
学び、9月には「接遇対応研修」が予定されてい
る。日々生活の中で、居室に入る時はノックをして
声をかけるようにしている。呼称は名字にさんで
呼び、トイレは空・使用中の札をかけている。失禁
された時はトイレで素早く処置をして、居室で着が
えるようにしている。電話は居室で対応するなど、
誇りやプライバシーを損ねないように努めている。
職員の言動で気になった時は、介護主任を中心
にお互いに注意をしあっている。

「重度化した場合の対応による指針」をもとに、契
約時に話をしている。終末期の対応についての事
前調査書への記入と同意書をもらっているが、い
つでも変更できることも伝えている。医療的ケアが
必要になれば、併設の特別養護老人ホームや法
人の医療機関へ転院される方が殆どで、看取りの
実績はない。看取りの研修は実施されていない
が、いつでも法人や併設事業所から話を聞ける体
制は整っている。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

本人主体の考え方を念頭に、相手の立場に
なり、可能な限り本人の想いや希望を実現
できるような関わりを意識している。

職員は、利用者様それぞれの性格や想いを
把握できるように努めている。１日の流れの
中で、一人一人のペースを大切にゆったりと
居心地よく暮らせるように支援している。

訪問理容来所時には、ご利用者様の希望を
大切にゆったりと居心地よくいられるように
支援している。

給食・行事委員会にて、ご利用者様のご意
見を管理栄養士に伝え、メニュー（献立）に
生かして頂いている。また、下膳や食器洗い
など、生活リハの一貫としても積極的にお手
伝い頂いている。

食事・水分摂取等、都度記載しており、主治
医と連携して定期的な栄養状態の確認をお
こなっている。また、施設の管理栄養士にも
定期的にアドバイス頂いている。

必要に応じて、歯科医師や歯科衛生士から
助言をいただき、適切な口腔ケアにつなげ
ている。毎食後、口腔ケアは必ず実施して
いる。また、食前の口腔体操も実施してい
る。

施設の管理栄養士が立てた献立で、毎食施設の
厨房で委託業者が作り、温冷配膳車で適温配膳
に配慮している。ご飯や汁物はユニットで作ってい
る。利用者は下膳や食器洗い・食器拭きなどをリ
ハビリにしている。松花堂弁当・赤飯・郷土料理・
セレクト献立の日などで変化をつけると共に、暦に
合わせた行事食、お誕生日のケーキ、創立記念
や敬老の日の食事なども厨房で作られている。お
やつ作りは月1回、きなこ棒や豆腐アイスなどユ
ニット毎で考え、利用者と共に作っている。「給食・
行事委員会」や嗜好調査で、好みや感想を聞き
日々の献立に反映している。ペットボトルを重ねて
作った植木鉢で大根を育て、沢庵づくりやベランダ
で採れたトマトやしし唐も食卓に上がり季節の味
を楽しまれている。また、寄付で頂いた梅でジャム
を作り、ほうれん草でどら焼きやプリンを作るな
ど、食の楽しみごとを豊かにされている。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

ご利用者様一人一人の排泄パターンを把握
し、極力オムツを使用しないで済む方針で、
声掛け誘導を行い、自立支援をおこなって
いる。

排泄チェック表にて、排泄パターンを把握し
ている。看護師・医師と連動して管理してい
る。また、日々の散歩やリハビリ体操、レク
リエーションで身体を動かしている。

出来る限り、ご利用者様のご要望をお伺い
し入浴を実施している。ゆず湯など季節の
お風呂も実施している。

身体状況やご本人様のご意向に応じて、居
室や共有スペースでの休息を促している。
夜間に安眠できるように生活リズムを整え、
日中は出来るだけレクや体操の時間をつく
り、安眠につながる支援をしている。

職員全体で服薬介助の重要性を理解し、業
務にあたっている。服薬内容は個別に管理
されており、いつでも確認できる。症状の変
化はすぐに看護師、主治医と連動して対処
している。
ご利用者様の生活履歴等情報集し、日々の
暮らしの中で、個々の出来ることに応じた役
割を持てるように支援している。

週2回以上入りたい方の相談にも応じ、利用者そ
れぞれに「つかる時間を長くしたい」「湯量を多くし
て」「頭を洗うのが嫌」などの希望も出されるが健
康状態も加味しながら尊重している。また、同性介
助の希望も聞き、その日の勤務体制により、他の
ユニットからも協力してもらっている。湯や足ふき
マットは毎回替えて清潔には気を付けている。馴
染みのしょうぶ湯やゆず湯で楽しまれ、シャンプー
類は、好みの物を持ってこられている人もいる。骨
折で浴槽をまたぐことができない方は、1階の施設
内共有の機械浴・リフト浴を利用している。入浴拒
否の方は清潔保持を優先した対応で声をかけて、
入られたら「いい湯だった」と言われている。

一人ひとりの排泄チェック表でパターンを把握し
て、日中はトイレでの排泄を可能にする支援をし
ている。病院から入居される方が多いので、こま
めな声がけや誘導でオムツを外していくようにして
いる。大半の方が、リハビリパンツやパットの使用
で済むようになってこられている。パットや下着に
ついても、様子を確認し職員で情報共有をして話
し合い、その人に合った対応を検討し改善をは
かっている。足元がふらつく方は居室にポータブ
ルトイレを置いて、夜だけ使用している方がおられ
る。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ご利用者様が過ごしたい場所で、落ち着い
てお過ごしいただけるように、座席の配置を
検討したり、共有空間にソファを置いたりし
ている。

明るく、広いリビングに、大小のテーブルを並べ、
それぞれの人の席を決め、食事やレクレーショ
ン、テレビ視聴、おしゃべりを楽しまれている。調
査の日の昼食時も、利用者の方々は自分から声
をかけて下さったり、アイコンタクトがあるなど優し
い受け入れでなごやかな時間が共有できた。食事
中、テレビは消えていたが、みんなが見やすい位
置に設置されている。2人用のソファーには大きな
キャラクターのクッションが置かれて、寄りかかり
ながら寛がれている。壁には利用者と共に作った
ひまわりの花や、竹垣に朝顔が咲いている装飾な
どが飾られ季節が感じられる。空調、加湿器で部
屋の温度や湿度を調整し、２時間ごとの換気や空
気清浄機で室内の清潔な環境を保っている。清掃
は主に職員が分担して行っているが、利用者も紙
モップでテーブル拭きなどをしている。

近隣の公園や神社へ散歩に行くなどして、
外出をおこなっている。（コロナ渦において、
現在中止している）

ご利用者様の希望に応じて、個別にコンビ
ニへ買い物やおでかけを楽しんでいただけ
るように支援している。

外線よりお電話いただき、お話しをされてい
る。個人で携帯をもっておられる方もいらっ
しゃる。また、お手紙や年賀状のやりとりが
続けられるように支援している。

廊下、リビング、浴室、トイレ等すべてバリア
フリーになっており、ご利用者様は安全にす
ごすことができている。また、季節の花や野
菜が栽培されている。

感染症5類に移行しても感染の恐れがある中で、
敷地内とベランダで散歩や外気に触れる機会とし
ている。４階の３ユニッの周りを、ベランダ伝いで
他のユニットに行くことができるので、利用者個々
に歩かれ筋力低下を防いでいる。また、園芸療法
でプランタやペットボトルで野菜を育てて、世話を
楽しまれている。4月の桜の時期に近くの公園に1
対1で出かけ写真だけとって帰って来たり、向いの
コンビニに個人の買い物に行くなど、少しずつ外
に向いて動き出されている。
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京都府　グループホーム　レット・イット・ビー（マラカス）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ご利用者様が安全にお過ごしいただけるよ
うに、建物にはすべててすりが設置されてい
る。ご利用者様のできる力は個々でちがう
ので、しっかりと把握し、過度な介助になら
ないように心がけている。

ご利用者様、ご家族とも相談しながら、湯呑
やお茶碗、お箸など、ご本人様が使い慣れ
たものを極力使用頂いている。

空調、ベッド、洗面台、ハンガーラックやタオル掛
け、カーテンが設置されている。馴染みの籐の整
理タンスや、中がよく見える整理タンスの上や壁
に家族の写真や孫の写真、家族が書いたイラス
ト、お誕生日に貰ったプレゼントも大切にされてい
る。テレビや編み物セットなどを持ってきている人
もいる。掃除は職員がおこなうが、ケアプランに従
い紙モップでの床拭きや、洗面台を掃除されてい
る利用者もいる。4階で見晴らしがよく、外の景色
を楽しむことができる。衣装の入替は家族の協力
で行っている。
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